
平成２３年度 教育委員会点検・評価報告書 教育総務部 教育指導課

基本方針 ① 共に学び、多くの人とかかわり合いながら自立する子どもを育成します

施策の柱 ② 熱意と指導力のある教員の養成

実施事業名 ２ 教育文化センター研究研修事業

当初予算額 ２９，９５１ 千円 執行額 ２８，４９６ 千円

予算現額 ３０，０８８ 千円 執行率 ９５ ％

１．目的
本市の教育及びこれに関わる文化の振興に関する専門的、技術的事項の調査研究

並びに教育関係職員の研修を行い、教員の力量や指導力の向上を図る。

２．平成２３年度の取組みの概要
・教科、領域等についての調査研究及びその研究成果の学校現場への提供。
・研修講座及び授業研究セミナー等の企画及び実施。
・教育情報の収集整理及び教育情報等の提供。
・本市の自然についての調査研究及び編集。

３．進捗状況
・研修講座は、夏期休業中に集中的に36講座を実施した。また、放課後の時間

帯での研修講座を実施した。
・経験の浅い教員を対象にした研修講座を27講座実施した。
・指導主事が校内研究全体会において講師を務めた。また、江の島での地層や

磯のいきものに関する校外学習において学習支援を行い、児童・生徒の学習
理解を深めるとともに教員のスキルアップを図った。

・研究部会では、各研究員が日頃の授業や児童生徒の実態から感じていること
を丁寧に話し合いながら研究テーマを設定し、授業研究セミナー等を積み重
ねる中で、日々の授業で生かすことのできる実践的な研究を進め、その研究
成果を発表した。

４．効果・成果
・教育の今日的課題、教育課程開発及び授業についての実践的研究や日々の教

育実践に必要な教職専門者としての研修を行い、教員の力量を高めて、教育
の質的向上に寄与した。

５．課題・問題点
・藤沢市における今日的教育課題の把握と解決。
・理科研究・研修用実験教材の老朽化及び不足。

６．課題・問題点に対する今後の対応
・教育課題調査研究部会における今日的教育課題とその方策についての検討。
・新指導要領に対応した理科研究・研修用実験教材の整備。
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１－２－２ 教育文化センター研究研修事業 資料

○教育研究事業
・研究部会 ９部会開催 研究員51名 のべ110回開催

教育課題調査研究部会
国語科研究部会
社会科研究部会
算数・数学科研究部会
理科研究部会
外国語活動・英語科研究部会
環境教育研究部会
情報教育研究部会
教育実践臨床研究部会

・研究紀要 ４部会で発刊
国語科研究部会
「伝え合い 高め合い 学びを生かすことのできる子どもの姿を目指して

～小 中9年間を見通した言語活動の取組み～」
理科研究部会
「Science Labo ～あなたのそばに この一枚～ FUJISAWA original」

外国語活動・英語科研究部会
「伝え合う喜びを大切にした授業づくり」

教育実践臨床研究部会
「教えることをとおして自分も育つ」

○教育研修事業
・研修講座 62講座開催 のべ1774名参加

（一般研修17講座 のべ536名参加、専門研修45講座 のべ1238名参加）
専門研修の内、経験の浅い教員を対象にした実践研修27講座のべ783名参加

○教育情報関係事業
・教育情報誌「ふじさわ教育」第156・157・158号 発刊

第158号は、教育文化センター60周年記念号
・教育文化講演会開催 2011年８月11日（木） 湘南台市民シアター

「親離れ／子離れ」作家 佐川光晴氏
308名参加

・第42回藤沢市総合かがく展開催 2011年10月19日（水）～24日（月）
湘南台文化センター こども館及びギャラリー
参加校56校 出品者数1472名 出品作品数1435点 来場者数7701名

・第58回神奈川県教育研究所連盟研究発表大会 2011年10月7日（月）
算数・数学科研究部会、理科研究部会、教育課題調査研究部会、教育実践臨床
研究部会（２）の5本を発表

・研究報告会開催 2012年３月26日（月）
教育文化センター 大会議室 ８６名参加

○文化事業
・藤沢の自然編さん

第7巻 藤沢の自然2改訂版「藤沢の鳥」発刊 2011年7月29日
第8巻 藤沢の自然7総合編「藤沢の四季」（仮称）の調査研究、編集
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